
腸管オルガノイドの樹立と継代培養

オルガ
ノイド化 増幅

継代
凍結

単層膜化
（3 day~)

腸管上皮細胞
（ELCs）

腸管オルガノイド
（ELC-org）

高機能な腸管上皮細胞が低コストでロット差少なくかつ培養後３日間で使用可能

3 day 4 day 20 day

ヒトiPS細胞由来腸管上皮細胞（ELCs）の作製

ヒトiPS細胞 内胚葉細胞 腸管前駆細胞 腸管上皮細胞
（ELCs）

3 day 4 day 20 day

分化誘導法の最適化

従来法：
時間がかかる
ロット差大
継代できない

分化時期見直し
新培地
・オルガノイド用
・単層化用

高機能な
腸管上皮細胞

市販品よりも高機能で低コスト、使いやすい腸管上皮細胞



腸管オルガノイド
（ELC-org）

単層膜
（ELC-org-mono）
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微絨毛構造と
TJ構造を確認

腸管オルガノイドはチャンバー上に播種することで上皮細胞単層膜を形成



67.412 

1.602 

0.007 

1.370 

9.776 

42.450 

1.254 

0.005 

1.272 

0.086 

0.001

0.01

0.1

1

10

100

MDOH
(CYP3A4)

TSOH
(CYP3A4)

BFOH
(CYP2D6)

DFOH
(CYP2C9)

MPOH
(CYP2C19)

fo
rm

a
ti

o
n

 r
a
te

(p
m

o
l/

m
in

/m
g

 p
ro

te
in

)

CYP activity

100

10-1

10-2

10-3

101

102

iPS-ELC-org monolayers

Primary small intestinal enterocytes

(just after thawing) (Discovery Life Science)

各種薬物代謝酵素活性 は初代培養ヒト腸管細胞と同等
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PEPT1 activity

放射性基質を用いた
薬物輸送能評価

ELC-org-monoELC-org

単層膜化

3日間培養

優れた薬物トランスポーター活性を保有
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A to B B to A

（P-gp阻害剤） （BCRP阻害剤） （PEPT1阻害剤）
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播種3日後には使用可能、1年以上継代培養、凍結保存OK

一年（５３回）継代培養
しても性能が落ちない

もちろん凍結保存も問題なし
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Gene expression (qRT-PCR analysis)
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トランスウエルに播種後、
3日間培養で実験に使用可能



お使いのヒト腸管上皮細胞をバージョンアップしませんか？

ヒトiPS細胞

継代
維持培養

単層膜化

腸管上皮細胞
（ELC）

腸管オルガノイド
（ELCオルガノイド）

オルガノイド単層膜

分化誘導 樹立

Inui T et al., Stem Cell Res. Ther. (2024)

• 分化誘導法改良による、従来より高機能なヒトiPS細胞由来腸管上皮細胞
• 最短３日間の培養で使用可能、ロット差が極めて小さく低コスト

・お試し使用可能です
・種々共同研究（遺伝子改変による薬物輸送研究など）も可能です
・Ready to Use状態での供給もまもなく開始されます

無限に増やせて、すぐ使える。しかも高性能！
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